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『擢
邪
論
』
に
お
け
る
法
然
批
判

の
性
格

(三
)

―
浄
土
の
解
釈
を
中
心
に
―

鈴

木

善

鳳

一
　
緒

言

近
年
、
明
恵
に
対
す
る
歴
史
的
評
価
は
大
き
な
転
換
期
に
入

っ
て
い

る
と
い
え
る
。

一
つ
に
は
黒
田
俊
雄

氏

の
論

(「中
世
に
お
け
る
顕
密
体

制
の
展
開
」
『日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
所
収
)
に
出
発
す
る
中
世

と

い

う
時
代
、
な
い
し
、
仏
教
史
の
根
本
的
な
う
け
と
め
方

の
問
い
直
し
が

あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
そ
の
中
で
明
恵
の
思
想
を
総
合
的

に
位
置
づ
け

て
い
こ
う
と
す
る
西
山
厚
氏
等
の
試
み
が
あ
る
。

筆
者

は

一
昨
年
か
ら

『擢
邪
輪
』
を
核
に
、
彼
の
時
代
観

・
菩
提
心

説
を
論
じ
た
。
今
回
は
、
浄
土
観
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
そ
の
内
容
特
質

を
み
て
い
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
菩
提
心
説
か
ら
い
か
な
る
浄
土
観

が
演
繹
さ
れ
、
ど
こ
に
法
然
と
の
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、

考
察
を
加
ええ
た
い
。

二
　

菩

提

心

と

浄

土

ま
ず

、

明

恵

の
浄

土

観

を

概

観

し

せ

お

こ
う

。

彼

は
、

浄

土

の
本

質

を
菩

提

心

と
す

る
。

夫
れ
無
漏
浄
識

の
所
変
を
も

っ
て
浄
土

と
名
つ
く
。
浄
識

の
所
変

な
る
が
故

に
、
華
池
宝
閣
、
清
浄

の
形
質
あ
り
。
内
外
倶
浄
な

る
が

故
に
、
浄
土
と
名

つ
く

る
な
り
。

(中
略
)

し

か

る

に
浄
識

と
は
即

ち
是

れ
菩
提
心
な
り
。
故

に

一
切

の
浄

土
、
菩
提

心
を
も

っ
て
正
因
と
す

る

な

り
。

(原

漢
文
、
以
下

同
。
浄
全

八
―

六
八
四
)

浄

土

と

は

「
無
漏

浄

識
」

の
所

変

で

あ

り
、

そ

れ

故

に
内

外

と

も

に

清
浄

で
あ

る

と

い

う

。

こ

の

「
浄

識
」

が

菩

提

心

だ

と

い

う

の

で

あ

る
。

そ

の
所

変

に

つ

い
せ
、
彼

は

心

の
成
熟

過

程

(十
信
～
十
地
)

に
則

し

て
論

じ

て

い

る

。

し
か
る
に
始
覚

の
菩
提
心
を
生
じ

て
、
初

め
て
真
如

を
信
ず

〈
十
信
な
り
〉
。

種
姓
漸
く
顕
発
す

〈
十
住
な
り
〉
。
称
理

の
行

を
起
す

〈
十
行
な
り
〉
。
此

の
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行
、
三
処

に
流
至
す

〈
十
回
向
な
り
〉
。
終

に
真
如
を
証
す

〈
十
地
な
り
〉
。

証
道
円

満

し
て
仏
果

に
到
る
。
果
徳
尊
高

に
し

て
終

に
凡

界

に
栖

に
た

え

ず
。
無
漏
浄
識
、

こ
れ
が
為

に
浄
界

を
変
為
す
。
仏
果

の
依
正
、
是

に
成
立

す

る
こ
と
を
得
。
此

の
依
報

を
浄

土
と

名

つ

く
。

(浄
全

八
―

六
八
五
～

六

八
六
)

こ

の

よ
う

な
浄

土
観

は
、

仏

道
が

「
心

の
成
熟

」

に
本
質

化

さ

れ

う

る

と

み

る
彼

の
思

想

基

盤

か

ら

し

て

、

至

っ
て

自

然

で

あ

る

。
(
1
)

と

こ

ろ

で
、

浄

土
が

こ

の
よ

う

な

世

界

で

あ

っ
て

も

、

仏

の
側

の
こ

と

で
、

往

生

す

る

衆

生

に
は

無

関

係

の

こ
と

で

は

な

い
か

。

と

の
問

い

が

立

て

ら

れ

る

。

明

恵

は

こ

れ

に
、

否

と

答

え

る

。

問
う
。
た
と

い
念
仏

の
行
者
、
菩
提

心
な

し

と

い

え

ど

も
、
阿
弥
陀
如

来
、
本
よ
り
浄
土
を
建
立

せ
り
。
何
ぞ
浄
刹
立

せ
ざ
ら

ん
や
。

答
う
。
諸
仏
修
道

の
儀
式
、
彼
此
差
別
な
し
。
行
者
も

し
菩
提

心
を
も

っ

て
正
因
と

せ
ず
ば
、
弥
陀
も

ま
た
同

じ
か
る
べ
し
。

も

し

し

か

ら

ば
、
浄

土
、
成
立

せ
ざ
ら

ん
。

(浄
全

八
―

六
八
六
)

諸

仏

修

道

の
筋

道

は
同

一
で
あ

る

と

い

う

。

こ

こ

で

の

「
彼

此

無

差

別

」

に

は
、

イ
、
仏
と
仏
と

の
無
差
別
。
す

な
わ
ち
、
菩
提

心
を
勧

め
る
釈
尊

と
弥
陀

と

の
本
質
的
無
差
別
。

ロ
、
仏
と

(将
来
、
仏

に
な

る
で
あ

ろ
う
)
衆

生
と

の
修
道

的
無

差
別
。

の
二

つ

の
意

味

が

考

ええ
ら

れ

る
。

す

な

わ

ち
、

イ

に
よ

れ
ば

、
弥

陀

が

他

仏

と

並

列

的

に
位

置

づ

け

ら

れ

、

ロ
に

よ
れ

ば

、

仏

と

衆

生

の
違

い

『
擢
邪

論
』
に
お
け
る
法
然
批
判

の
性
格

(
三
)

(
鈴

木
)

が
菩
提
心
の
も
と
に
相
対
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ

の
解
釈
か
ら
は
、
衆
生

の
罪
業
性
、
凡
夫
性

は
見
出
さ
れ
ず
、
弥
陀
の

位
置
も
、
救
済
者
と
い
う
よ
り
修
道
上
の

「
先
達
者
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
(
2
)

三

「
摂

取
不

捨
」

の
構

造

こ
の
菩
提
心
正
因
の
救
い
に
つ
い
て
、
下
巻

「第
五
門
之
余
」
に
は

次

の
ご
と
く
の
べ
ら
れ
る

(こ
の
章
は
、
観
経

・
「念
仏
衆
生

摂
取
不
捨
」

の
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
「摂
取
不
捨
曼
荼
羅
」
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
)。
以
下
、

要
旨
の
み
を
の
べ
る
と
、
明
恵
は
善
導

の

『
定
善
義
』

(三
縁
釈
)、
『観

念
法
門
』
を
も
と
に
、
「
摂
取
」
に
二
つ
の
要
件
を
導
き
出
し
て
い
る
。

一
に

「仏
の
心
光
摂
取
」
、
二
に

「衆
生
の
仏
境
証
得
」
で
あ

る
。
仏

の
摂
取
を
光
明
に
喩

え
る
の
は
専
修
念
仏
者
と
同
じ
で
あ
る
が
、
明
恵

は
こ
れ
に

「身
光
」
と

「心
光
」
と
を
分
け

る

(浄
全
八
―
七
四
〇
)。

前
者
は
ど
の
よ
う
な
衆
生
を
も
照
ら
す
が
、
後
者
は
衆
生
の

「仏
境
証

得
心
」
が
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
と
す
る
。

身
光
の
照
触
は
、
大
悲
遍
き
が
故
に
、
諸
の
衆

生
に
遍
し
。
心
光
の
摂
取

は
、
衆
生
の
感
無
く
ん
ば
至
ら
ざ
る
な
り
。
(浄
全
八
―
七
四
二
)

「
摂
取
」
と
は
、
仏
の
心
光
と
衆
生
の
証
得

心
と

の

「感
応
」
に
よ
り

得
ら
れ
る
も
の
で
、
ど
ち
ら
か
が
欠
け
れ
ば

成
立
し
ええ
ぬ

と
す

る

の

が
、
明
恵
の
立
場
で
あ
る
。
浄
土
往
生
が
、

こ
の
よ
う
な
も
の
の
延
長

上
に
考
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
そ
こ
に
次
の
二
つ
の
特
色
が
見
出
さ
れ

一
六
九
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『擢
邪
論
』
に
お
け
る
法
然
批
判
の
性
格

(三
)
(鈴

木
)

せ
く
る
。

第

一
に
、
こ
こ
に
は

「本
願
力
」
と
い
う
超
越
的
力
の
も
と
に
、
衆

生
が
仏

に
救
わ
れ
る
と
い
う
構
造
が
見

出

さ
れ

な

い
。
そ
れ
は
同
時

に
、
そ
れ
と

一
具
で
あ
る
凡
夫
感
の
存
在
の
不
在
を
示
す
。

第
二

に
、
仏
と
衆
生
と
の
関
係
が

「感
応
」
と
い
う
形
を
と

っ
て
い

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
浄
土
も
仏
も
外
に
立
て
ら
れ
、
願
わ
れ
る
も
の

と
し
て
い
る
こ
と
。
「
己
心
の
所
変
」
と
し
て
観
念
化
さ
れ
て

い
な

い

こ
と
。
現
実

の
二
元
性
が
踏
み
外
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
(
3
)

こ
の
こ
と
は
、
a
、
彼
が
凡
夫
を

「悪
し
き
者
」
「堕
落
せ
る
者
」
と

解
し
て

い
た
こ
と
。
(
4
)

b
、
同
時
に
、
理
念
性

へ
の
没
入
を
も
否
定
し
て

い
た
こ
と
、
を
意
味
す
る
。
特
に
後
者
は
、
本
覚
門
的
立
場
を
彼
が
常

々
否
定

し
せ
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
(
5
)

理
念
化
が
必
然
す
る
所
の

修
道

の

「自
己
完
結
性
」
を
、
一
三
兀
化
に
よ

っ
て
防
い
だ
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

四

批

判

の
焦

点

こ
の
よ
う
に
、
菩
提
心
を
根
本
に
お
き
な
が
ら
、
理
念
に
走
ら
ず
実

践
的
に
こ
れ
を
昇
華
し
た
所
に
、
本
書
の
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
を
構
造

的

に
把
握
す
る
と
、
次

の
ご
と
く
な
る
。
ま
ず
明
恵

の
側

か
ら

み
る

と
、
弥

陀

・
極
楽
を
別
仏

・
別
土
と
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
凡
夫
性

へ
の

停
留
を
許
す
専
修
念
仏
の
立
場

は
、
修
道
的

「甘
ええ
」
「
逃
避
」
と
な

る
。

一
方
、
専
修
念
仏
側
か
ら
み
る
と
、
明
恵
の
立
場
は
、
弥
陀

・
本

一
七
〇

願
を

一
般
性
の
中

に
解
消
さ
せ
、
(
6
)

凡
夫

の
救

い
を
閉
ざ
す
も

の
と
う
け

と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
専
修
念
仏
者
に
と

っ
て
、
本
願
念
仏
は
他
の

行
と
の
取
り
替
え
の
き
か
ぬ
唯

一
の
道
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
明
恵
の

こ
の
構
造
か
ら
は
代
用
可
能
と
な
る
。
浄
土
往
生
は
彼
の
修
道
体
系
に

見
事
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
往
生
自
体
が
救
い
の
必
要
条
件
と
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
(
7
)

こ
の
よ
う
な
理
解
の
背
景
に
は
、
法
然
が
余
行
を
す
て

た
の
は
、

一
般
人
に
修
習
不
可
能
な
た
め
で
あ
る
と
の
明
恵
の
認
識
が

あ
る
。
(
8
)

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
法
然
の
こ
と
ば
を
、
明
恵
は
い
か
に
理

解
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

余
行
は

(往
生
)
し
つ
べ
け
れ
ど
も
、
せ
ず
と
思
は
専
修
心
な
り
。
余
行
目

出
た
け
れ
ど
も
、
身
に
か
な
は
ね
ば
え
せ
ず
と
思
は
、
修
せ
ね
ど
も
雑
行
心

な
り
。
(醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記

・
法
伝
全
七
八
三
。
法
全
四
五
〇
)

余
行
は
往
生
で
き
て
も

「
せ
ず
と
思
」
う
の
が
専
修
心
、
目
出
た
い
が

能
力
に
か
な
わ
ぬ
の
で
で
き
ぬ
と
思
う
の
が

(行
じ
な
く
て
も
)
雑
行
心

で
あ
る
と
い
う
。
法
然
は
こ
こ
で
、
行

の
可
能
性
で
は
な
く
、
「
せ
ず
」

と
の
思
い
、
い
わ
ば

「思

い
き
り
」
を
問
題

に
し
て
い
る
。
こ
れ
が
法

然
の

一
貫
す
る
立
場
と
す
る
と
、
余
行
の
廃
捨
は
、
こ
れ
を
修
し
え
ぬ

一
部
の
者
に
対
す
る
教
説
で
は
な
く
、
人
間
普
遍

の
あ
り
方
と
し
て
勧

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
を
、
明
恵
は
ど
う
解
し
て
い

た
か
、
そ

の
答
え
を
私
は
、
本
書

の
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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五

結

語

以

上

の
よ

う

に
、

明

恵

は
浄

生

往

生

を

相

対

化

し

た

が

、

以

上

の
論

を

ま

と

め

る

と

、

次

の
点

が

確

認

で
き

る

で
あ

ろ

う

。

a
、
浄
土
往
生

は
、
彼

の
修

道

(
菩
提
心
成
熟

に
う
ら
づ

け
ら
れ
る
)

の
中

の

一
部

で
あ
り
、
そ

れ
は
修
道

の
初
歩
的
な
部
分

に
す
ぎ

な
い
。

b
、
し
た
が

っ
て
、
往
生
と

は
修
道

の

一
過
程
、
念
仏

と
は

一
時
的
な
行

で

あ
り
、
根

本
と
な
る

の
は
菩
提

心
の
成
熟

で
あ

る

(
こ
れ

に

つ
い
て
は
、

す

で
に
他

で
論
じ
た
)
。
(
9
)

こ
の
目
的

に
則

っ
て
、
行

は

適

宜

(能
力

や
縁

に
よ

っ
て
)
選
ば

れ
る
べ
き

で
あ

る
。

c
、
ゆ
え

に
、
浄
土
往

生

の
み
が
特
別
な
実
践
と
な
り
え
ず
、
念
仏

は
仏
道

'
に
終
始

一
貫

し
た
行

と
は
な
り
え
な

い
。
こ

の
点
だ
け
で
も
過
失
が
あ
る

の
に
、

ま
し
て
法
然

は
そ
れ
以
外

の
仏
道
の
要
素

(す
な
わ
ち
、
菩
提
心

を
含
む
)

を
廃
捨
す

る
と

い
う
。

こ
れ
は
修
道

の
本
末

を
倒
錯

し
た
邪
説

と

い
う
ほ

か
な

い
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
.う

し

た

理

解

の
基

本

に

は
、

浄

土
往

生

は
修

道

能

力

の
な

い

一
部

の
者

の
た

め

の
も

の
、

と

す

る
前

提

が

あ

る

こ
と

は

い

う

ま

で

も

な

い
。一

方

、

法

然

の

い
う

念

仏

専

修

が

、

は
た

し

て

い
う

ご

と

く

柑

対

的

な

(
つ
ま
り
、
聖
者
、
賢
者

に
対
す
る
)
凡

夫

の
上

に

の

み
勧

め

ら

れ

る

こ
と

が

ら

で
あ

っ
た

か

ど

う

か

に

つ

い
て

は
、

検

討

の
余

地
が

あ

る

。

も

し

、

そ

の

よ
う

な

凡

夫

観

以

上

の
も

の
が

法

然

の

上

に

あ

る

な

ら

『
擢

邪
論
』

に
お
け
る
法
然
批
判

の
性
格

(三
)

(鈴

木
)

ば
、
明
恵
の
念
仏
理
解

(す
な
わ
ち
、
法
然
が
説
い
て
い
た
と
彼
が
推
測
し

た
所

の
)

と
現

実

の
法

然

の
教

説

と

の

間

に
、

ず

れ

を

認

め
な

い
わ

け

に

は

い

か

な

い

で
あ

ろ

う

。

こ

の

よ
う

な

検

討

を
通

し

せ
、

私

ど

も

は

本

書

の

批
判

の
性

格

を

よ
り

正

し
く

読

み
う

る

と
思

う

の

で
あ

る
。

1
 
浄
土
が
心
成
熟

を
通
し
環
境
を
変
為
し

た
も

の
と
す

る
と
、

四
十
八
願

も
当
然
、
菩
提

心
を
本
質

と
す

る
も

の
に
な
る
。

「
汝

の
知
る
所

の
菩
提

心
と
は
、

そ

の
体

こ
れ
何

物

そ

や
。
こ

の
経
に

四
十
八
願
を
説
く
、
あ

に
菩
提

心
に
あ

ら

ず

や
。
(
中
略
)

こ
の
故

に
ま

さ
に
知
る
べ
し
。

四
十

八
願

は
弥
陀
如
来

因
地
に
在
す

時
、
衆

生
を
も

っ

て
所
縁
と
な
し
、
万
徳
所
成

の
依
正

を
愛
楽

し
、

か
の
功

徳
を
摂

取
し
て

己
に
来
属

せ
し
む

る
が
故

に
願

と
名
つ
く

る
な
り
。

こ
れ
を
菩
提
心
に
あ

ら
ず

と
い
は
ば
、
四
十
八
願
、
そ

の
体

こ
れ
何
等

と
な
す

や
。
」

(浄
全

八

―
七
〇

五
～
七
〇
六
)

2

「も

し
弥
陀
如
来
、

自
ら

の
菩
提

心
を
説

く
と
い
え

ど
も
、

い
ま
だ
因

位

の
行
者

の
菩
提
心
を
説

か

ず

と

い

は
ば
、
諸
経
論
中

に
菩

提
心
を
明

し
、
過
去

・
現
在

の
諸
仏

・
菩
薩

の
発
心
を
説
き
、
凡

夫

行

者

を

勧

進

す
。
仏
仏
同
道
な
る
が
故

に
、

こ
の
外

に
さ
ら
に
異
轍

な
し
。」

(
浄
全

八

―
七
〇

六
)

「
諸
仏
も
衆
生
も
同
次
元

の
存
在

で

あ

り
、

諸
仏

は
衆

生

の
先
達

で
あ

り
導
き
手
で
あ
る
。

弥
陀

を
衆
生
と
異
次
元

の
絶
対
者
、
救
済
者

と
し
て

立
て
る
源
空

と
の
相
違

は
明
ら
か
で
あ
る
。
」

(「
末
」
木
文
美

士

「『
擢
邪

輪
』
考
―

高
弁

の
念
仏
批
判
」

『
理
想
』
六
〇
六
、

一
九
八
三
、

一
四

二
頁

)

3

「
そ
れ
に
関

し
て
注
目

さ
れ
る
点
を
挙
げ

る

な

ら

ば

、
何
よ
り
も
浄
土

を
無
漏
浄
識

の
所
変
と
す

る
唯
識
的

な
立

「
場
」
を
と
り
な
が
ら
も
、
己

心

の
浄
土
と

か
己
心

の
弥
陀
と

か
い
う
方
向

へ
発
展

せ
ず
、
有

相
的
な
浄

土
を
外

に
立

せ
る
立

「
場
」
自
体

は
否
定

し
て

い
な

い
こ
と

で

あ

る
。
」

(前
掲
末
木
論
文
、

一
四

一
頁
)

一
七

一
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一
七
二

『
握
邪
論
』

に
お
け

る
法
然
批
判

の
性
格

(三
)
(鈴

木
)

4
　

第
五
門
決
之
余

(浄
全
八
―

七
五
〇
)
で
は

「下
劣
凡
夫
」

を
唱
え

る

専
修
念
仏
者

に
対

し
、
次

の
ご
と

く

い
う
。
「
汝

一
人
こ
の
思

を
専

ら
に

し
、
更

に
こ
の
劣
弱
卑
少

の
語
を
も

っ
て
諸
人
に
聞

か
し
む
る
こ
と
な
か

れ
。
大
小

の
根
機
不
同
な
れ
ぽ
、
余
人

い
ま
だ
必
ず
し
も
汝
の
ご
と
く
に

は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
」

つ
ま
り
、
凡
夫
は

「劣

弱
卑
少
」

で
あ
り
、
す
べ
て
が
す

べ
て
凡
夫

と

い
う
べ
き
で
な

い
と
す
る

の
で
あ

る
。

5
　

こ
の
点

は
、
『
金
師
子
章
光
顕
鈔
』
下

の
断
惑
門

の
記
述

(
日
仏
全

三

六
―

一
九
七

・
b
～
二
〇
〇

・
b
)
と

の
関
連
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
次

の
書

を
参

照
。

・
島
地
大
等

『
日
本
仏
教
教
学
史
』
明
治
書
院
、

一
九
三
三
、
三
四
六
～

三
五
三
頁
。

・
坂
本
幸
男

『
華
厳
教
学

の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、

一
九
五
六
、
四
七
五

～
四
八
○
頁
。

6
　

法
然

の

「
浄
土
立
宗

の
御
詞
」

(法
全
四
八

一
)
は
、

こ
の

二

般
化
」

へ
の
批
判
と
も
み
る

こ
と
が

で
き

る
。

7
　
「
さ
れ
ば
、
此

の
ま

へ

(二
空
を
希
求

し

て

仏
果

に
洞
徹
す
る
前

・
鈴

木
註
)
か
ら

は
、
極
楽
ば

し
ね
が

ひ
て
臨
終

に
は
、
な
ん
ど
云
べ
き

に
あ

ら
ず
。
如
此
し

い
た
ら
ば
、

こ

こ

ぞ

則
ち
諸
仏
菩
薩

の
園
苑
な
ら
む
。
」

(
解
脱
門
義

聴
集
記

・
『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
四

・
六
六
頁
)

8
　

「
こ
れ

に
よ
り

て
し

か
も

言

は

ば
、
称
名

の

一
行
は
劣
機

の

一
類

の
た

め

に
授
く
る
所
な
り
。
汝
、
な

ん
ぞ
天
下

の
諸
人
を
も

っ
て
、

み
な
下
劣

根
機
と
す
る
や
。
無
礼

の
至
、
称

計

す

べ

か

ら

ず
。
」

(浄
全
八
-
七
六

九
)

9
　
拙
稿

「
『摧

邪
輪

』

に
お
け
る

「念
仏
三
昧
」

に

つ
い

て
」
・
『
武
蔵
野

女
子
大

学
仏
教

文
化

研
究
所
紀
要
』
第
十

一
号
、
一
九
九
三
。
「
『
摧
邪
輪
』

に
お
け

る
法
然

批
判

の
性
格

(二
)
ー
第

一
章

「
菩
提
心
弁
定
門
」

に
み

ら
れ
る
菩
提

心
説
1
」
・
『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
第
八
五
号
、
一
九
九
四
。

《
略
号
》

浄

全
…
浄
土
宗
全
書

法
全
…
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集

法
伝
全
…
法
然
上
人
伝
全
集

日
仏
全
…
大

日
本
仏
教
全
書

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

浄
土
観
、
菩
提
心
、
凡
夫
感

(
武
蔵
野
女
子
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員
)

新
刊
紹
介

森

章
司

著

原
始
仏
教
か
ら
阿
毘
達
磨

へ
の
仏
教
教
理
の
研
究

A
5
判

・
七
二
五
頁

・
定
価

一
六
、
○
○
○
円

東
京
堂
出
版

・
平
成
七
年
三
月
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